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特別会計は総額22億8.967万円
般会計

一般会計は29億3.150万円

利子部交付金
交i霊安全対策特定IJ交付金
配当部交付余
株式等譲渡所得劉交付金

容F付金 4，192千円

3，303千円
路工費

61.085千円 (-6.5%)
18，234千円

433，804千円

186，053千円

計

258，321干円

681，848千円

688，418千円

.a. 
Z玄EU 特

( )内は前年震対比
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平
成
げ
年
度
各
種
会
計
予
算
決
ま
る

平
成
げ
年
度
の
般
会
計
と
特

別
会
計
の
予
算
が
3
月
定
例
議
会

に
お
い
て
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
口
年
度
に
つ
い
て
は
、
地

方
交
付
税
は
前
年
度
対
比
で
6
・

6
%
の
増
、
地
方
議
与
税
も
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
村
税
を
は
じ
め

県
支
出
金
が
大
幅
な
減
少
と
合
っ

て
お
り
、
ベ
従
前
に
も
増
し
て
歳
出

の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
抑
制

と
重
点
化
を
進
め
、
緊
急
性
や
効

率
化
に
よ
る
事
業
調
整
を
行
な
っ

た
予
算
の
…
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
は
前
年

度
の
当
初
予
算
よ
り
1
億
3
，9

7
5
万
円
、
率
で
4
・
6
%
減
少

し
、
却
億
3
，1
5
0
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

特
加
会
計
に
つ
い
て
は
、
間
民

健
療
保
険
特
別
会
計
が
、
2
・
4

%
増
の
6
億
8
，1
8
4
万
円
、

老
人
保
健
特
別
会
計
が
2
・
5
%

増

の

6
億
9
，9
4
1
万
円
、
介

護
保
険
特
別
会
計
は
0
・
9
%
減

の
2
億
5
，9
3
2
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
は
、

m
・
4
%
減
の
1
，
9

2

3
万
円
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
は
、
須
釜
地
区
の
処
理
施

設
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
初
・
7

%
増
加
し
、
4
億
3
，
3
8
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

棺税の内訳

主
要
な
施
策
に
つ
い
て

生
活
環
境
の
整
備

村
氏
の
生
活
に
直
結
し
た
道
路

整
備
と
し
て
、
基
盤
整
矯
促
進
事

業
で
2
路
線
、
農
村
総
合
整
備
統

合
補
助
事
業
で
2
地
区
、
地
方
道

路
交
付
金
事
業
で
2
路
線
整
備
し

ま
す
。下

水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
に
須
釜
地
区
の
処
理
施
設

を
建
設
し
、
均
年
度
の
一
部
供
用

開
始
を
日
指
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
福
祉

「
元
気
な
た
ま
か
わ
幻
計
画
」
を

推
進
し
、
障
が
い
の
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
保
健
指
導
を
進
め
ま
す
。

3
月
に
策
定
し
た
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
に
基
づ
き
、

子
育
て
支
援
事
業
に
具
体
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
育
児
相
談
や

虐
待
早
期
発
見
に
関
す
る
地
域
連

絡
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
や
知
的
障
が
い

者
福
祉
で
は
、
引
き
続
き
「
支
援

費
制
度
」
に
よ
る
各
種
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
普
及
と
、
自
立
の
た
め
の

生
活
支
援
に
目
を
向
け
る
と
と
も

に
、
新
た
な
「
障
が
い
者
計
画
」

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

環
境
衛
生

法
に
基
づ
く
分
別
収
集
も
3
年

日
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
分
間
加
を
さ
ら
に
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
眠
り
ゴ

ミ
の
減
量
化
に
努
め
、
循
環
型
社

会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

下
水
道
の
該
当
地
域
以
外
は
、

合
併
語
化
槽
の
整
備
を
進
め
、
環

境
に
や
さ
し
い
生
活
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

農
業
の
振
興

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
、
よ
り
厳
し
さ
吋

を
増
し
て
い
る
中
、
安
定
的
で
生

産
性
の
高
い
農
業
を
展
開
す
る
た

め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対

応
し
た
、
付
加
価
値
の
高
い
農
畜

産
物
の
生
産
を
支
援
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

商
工
会
と
連
携
を
国
り
な
が
ら
、

経
営
者
の
育
成
や
蕗
工
業
の
活
性

化
を
進
め
ま
す
。

教
育
の
振
興

豊
か
な
人
間
性
や
、
新
た
な
社

会
の
変
化
に
対
応
で
き
創
造
性
や

生
き
る
力
を
持
っ
た
子
ど
も
を
育

む
た
め
、
教
職
員
の
資
質
の
向
上

を
図
り
、
学
習
指
導
方
法
の
改
善

充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校

と
家
庭
と
地
域
と
の
連
携
を
よ
り

一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

韓富動車税

14.882千円

)内は全体!こ占める割合

自
主
財
源

村
が
自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源

依
存
財
源

患
や
由
民
か
ら
定
め
ら
れ
た

額
を
焚
付
さ
れ
る
財
源

地
方
受
付
税

地
域
に
よ
っ
て
地
方
税
の

収
入
額
に
差
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
方
財
源
の
均
衡

化
を
図
る
た
め
に
、
国
税

の
う
ち
所
得
税
、
消
費
税

な
ど
か
ら
一
定
割
合
の
額

を
国
が
受
付
す
る
税

繰
入
金

特
定
の
白
的
の
た
め
に
積
み
立
て

て
い
た
資
金
を
取
り
崩
す
こ
と

村
儀長

期
間
で
返
済
す
る
村
の
借
入
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金

村
が
事
業
を
行
う
場
合
に
、

思
や
担
問
、
か
事
業
費
の
一
部

を
助
成
す
る
お
金

地
方
譲
与
税

本
来
は
地
方
税
と
し
て
徴

収
す
べ
き
税
を
、
課
税
方

法
な
ど
の
理
白
か
ら
、
い

っ
た
ん
冨
が
徴
収
し
そ
の

後
村
に
譲
与
す
る
も
の

公
債
費

村
が
倍
り
入
れ
た
借
入
金

の
返
済
金
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広報たまがわ平成1'7年4月

大
和
田

須

藤

登

野

矢
部
ア
キ
須
藤
祐
良

小
針
金
之
撰
弓
音

喜

春

巽

弓

善

次

撰

弓
敬
古
溝
井
千
鶴
子
撰
弓
喜

代

一

佐

藤

亨

生

藤

文

雄

曲

山
慶
一
部
曲
山
藤
昭
生
藤
一

男

弓

正

光

麗

弓

誠

岳

山

矢
吹
義
隆
溝
井
貞
光

欝
摂
好
光
矢
吹

広報たまかわ平成1'7年4月

須
藤
大
治

昇

吉

田

治

期

一

溝

井
寅
矢
吹
太
部
溝
井
英
雄

関
親
義
勝
矢
吹
源
一
部
講
井

、
源
一
一
溝
井
織
強
首
藤
三
千
雄

添
田
信
一
関
根
一
夫
小
針
常

美

関

根

竹

治

郎

鈴

木

築

小

針
不
二
夫
小
林
久
…
一
夫
議
釜

保
明
須
藤
寛
一
鈴
木
信
四
郎

磯
目
幸
三
郎
熊
出
和
也
川
崎

奨
智
子
小
林
罵
之
湯
鈴
木
朝

松

小

林

利

夫

小

林

茂

夫

小

林
栄
圏
井
清
志
矢
吹
い
良
典

仁
井
田
保
雄
吉
田
喜
久
接
大

竹
ミ
チ
子
大
竹
英
霊
草
野
美

好
矢
吹
タ
ツ

《
義
彰
農
務
に
翠
づ
く
表
彰
》

感
謝
状

矢
部
和
子

藤
作

東
京
支
出
会

当
日
段
、
玉
川
村
と
友
好
都
帯

提
携
を
結
ん
で
い
る
台
湾
の
鹿
谷

郷
か
ら
も
、
練
錫
梧
郷
長
を
は
じ

め
多
く
の
方
が
出
席
し
、

花
を
添
え
て
い

合
静
部
周
年
記
念
式
典
と
公
共

事
業
総
合
落
或
式
が
、

3
月
訪
日

に
た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
で
開
穫

さ
れ
ま
し
た
り

式
典
に
は
、
村
関
係
者
や
招
待

者
、
来
賓
な
ど
約
4
8
9
入
が
出

産
し
、
合
併
印
周
年
と
公
共
事
業

の
落
成
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
ぬ
か
ら
行
わ
れ
、

車
田
村
長
が
又
7

日
の
玉
川
村
が

目
覚
し
い
発
展
を
遂
、
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
関
係
者
と
村
氏
と

が
心
を
一
つ
に
し
て
努
力
を
積
み

重
ね
て
き
た
賜
物
で
す
」
。
で
」

れ
か
ら
も
、
村
氏
の
皆
捧
と
と
も

に
手
を
携
え
、
新
し
い
時
代
を
誌

ぐ
く
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
な
ど
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
須

田
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ

と
、
玉
川
村
の
却
年
の
あ
ゆ
み
と

事
業
報
告
、
そ
し
て
来
賓
の
方
々

よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
村
の

の
遂
行
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
対

す
る
各
種
表
彰
、
感
謝
状
の
贈
呈

が
背
わ
れ
ま
し
た
。

調車劇論僻医:闘す観窟邑盟題曲
i村議会では、昨年の 6月に市町村合務問題等調査特別

を設置し、これまでに先進的に取り組んで、いる自治体

を視察研修するなどして、合許問題についての梯査研究を

してきました。

このほど、ぞれらの議査結果等ぷついてまとめられ、

として議会から村に提出されました。

ら車田村長に手渡されました。

提言書の内容は次のとおりです。
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《
合
併
印
周
年
記
窓
に
よ
る
持
別

職
等
感
謝
状
》

小
針
千
代
之
助
罷
谷
信
男
小

針
藤
敬
角
田
文
弥
生
久
間
倉

太
宗
形
友
一
一
…
梅
田
征
二
郎

高
林
浅
男

《
盆
併
鉛
鍔
龍
記
愈
に
韓
づ
く
表
彰
》

一
般
表
彰

関
川
良
英
小
諒
豊
司

境

関

根

正

三

議

カ

矢
部
美
枝
子

操

塩

津

藤

雄

須
田
橋

'い'ふ
i
か
叫
~

r，

aル
兵
。

矢
部

富
谷

草
野
今
朝
夫

塩
田
好
一
湯
揮
英

雄
巽
弓
政
典
高
林
浅
一

内
道
夫
酉
語
英
範

関
摂
秀
勝
間
部
金
四
郎

議

雄

大

和

田

尚

佐

藤

矢
吹
援
雄
有
賀
秀
夫
草
野
久

子

小

原

明

昭

我

妻

勝

雄

佐

藤
ハ
ル
イ

感
謝
状

波
議
助
次
部
講
井
賢
一
郎

《
公
共
事
業
総
合
建
成
に
謹
づ
く
義
彰
》

感
謝
状
・
設
計
関
係

総
日
本
技
術
ガ
イ
ド
セ
ン
タ

i

嬬
秀
栄
設
計
事
務
所
昭
和

技
術
設
許
械
梼
清
水
公
夫
研
究

所
側
邑
建
築
事
務
所
側
共
立

コ
ン
サ
ル

感
謝
状
・
工
事
関
保

総
荏
京
製
作
所
東
北
支
岩
持
域

野
組
生
田
建
設
叫
関
東
北
支
惑

制
小
出
国
産
業
開
発
鹿
島
建
設

耐
東
北
支
詰
一
一
一
金
興
業
側
庄

司
建
設
工
業
機
郡
山
中
(
応
シ
ン

ク
e

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
鞠
大

日
本
イ
ン
キ
科
学
工
業
総
高
田

工
業
縄
水
谷
工
業
総
村
越
建

設
線
械
イ
ワ
キ
械
北
日
本
ボ

i
ワ
ン
グ
掛
ニ
ノ
チ
ッ
ク
鰯

山
元
工
業
所
制
鈴
木
建
設

感
謝
状
・
培
地
協
力

須
藤
喜
徳
熊
田
富
一
須
藤
久

雄

関

谷

善

之

佐

藤

矯

雄

坂

本
政
勝
国
谷
善
一

(
次
ペ
ー
ジ
へ
〉

に
わ
た
り
行
政
相

談
委
員
を
務
め
、
こ
の
ほ
ど
退
任

し
た
真
野
日
喜
正
さ
ん
に
総
務
大

在
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
薪
た
な
委
員
に
は
小
針
雪
美
さ

ん
〈
中
〉
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

5

な
お
、
次
に
よ
り
「
春
の
行
政

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
桔
談
く
だ
さ
い
。

園
自
持
・
場
所

5
丹
ロ
日
(
火
)

午
前
9
時
か
ら
日
時
お
分

役
場
北
庁
舎
会
議
室

午
後
1
時
お
分
か
ら

4
持

只ぱ



3月は出れの季節、そして 4月は新芝な出会し¥の季

節です。

合軍も村内の各学校などで、 3月には卒業式が行わ

れ、慣れ親しん古学び舎を巣立ち、そして 4月|こは入

学式を迎え¥新芝な出会し¥とも|こ新疋なスター卜をぎ

りまし定。

。一品出とれ
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切
周
年
を
記
怠
し
焼
酎
を
新

玉川村赤十字奉仕団の研修会万、 3月1781こ就業

改善セッターで行われ、約20名の団員が参加しましたさ。

研修会では、自本赤十字社福富県支部の岸波ボランテ

イ?係長を講師に迎え、地震災害の級副活動について

の講話を関いださあと、毛布 1枚でできる救急法など、

救急車が来るまでの応急措置!とついて学びましだ。

付長藤て く ど種しをれ会 }-E 二ぺ議議議議怒ゑ 57 まて 2
金で宿、当の多特ま、たで f閏 法 認緩5綴議滋磯聖よ問す村 0
をあ長レ日人彩産し村空は島 港 ~ 際費滋詩い。内 ml

義主Z7l可日モ雲港一言力、テ i際機泌総 i合32t
し田 会 ラ l可ぎベ販空福謝にテ 益ナ iI! 孫。長Vた O せ ご 販 で

12下ド;号制日ご金ン犠信号主計 1
守量 J含f自主要望差号主をト-議長と 科会主 i

れ会ン代た催とはにの開絡ノ毒。額滋議応! 日し 0
、のの表。 、 市 、 寄 ー 催協えが戸;民議 工いて円

寄 会速 し 多な各付部さ議会=ミ子 鶴 湾議議幾重三役 会。いに

露 救急法を学ぶ参加者

{云協達生ま車 ま生矢れ地
達議も児し田伝し労部、域長
さ 会 行 嚢 た 村 達 た 働 和 昨 の 年
れのわ委。長式。大子年福
ま西れ員まかは 臣さの祉民
し舘、連たら 4 特ん 11活生
た会村合、賞月 別(月動見
。長民会当状 6 表 111にな童
か生長日が日 彰辺 退 ど 委
ら児表は伝に が)告に員
賞意彰全達行 贈にさ尽と
状委の閣さわ ら、れ力し
が員伝民れれ れ厚たさて

玉
川
村
酒
販
窓
会
で
は
こ
の
ほ

ど
、
玉
川
村
合
併
切
周
年
を
記
念

し
て
、
純
米
焼
酎
「
お
つ
じ
」
を

製
造
、
販
売
し
ま
し
た
。

こ
の
一
お
つ
じ
」
は
、
玉
川
村

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

1
0
0
%使

用
し
て
お
り
、
減
圧
蒸
留
に
よ
り

す
っ
き
り
し
た
欽
み
口
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。
名
前
の
由
来
は

乙
字
ケ
滝
か
ら
。

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
お
度
。

7

重急

車

関

陣

開

醐

開

蹴

摺

鯛

嗣

露

関

組

問

繭

闘

臨

闘

幽

擦

問

幽

醐

臨

調
韓

関

蹴

車
田
村
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す
遠
藤
さ
ん

さ
ん
に
厚
生

大
臣
特
別

害奉仕団が研修

3月29日iこ、台湾の桃園賂護興郷から林誠鎖郷長をはじめ

とする視察毘ガ¥農業関係の視察で玉川村を訪れまし在。

一行Id:.、たさまかわ文化f本書館などを見学しだあと、竜崎の

イチゴハウスを視察。大きく甘いイチゴをほおばりながら、

収穫量や栽培万法など!こついて熱心に質問していまし疋。

西舘会長から翼状を贈られる矢部さん

から農業視察に来

? 



転

出
〔
玉
川
第
一
小
学
校
〕

V
佐
藤
尚
幸
教
諭
(
古
殿
町
立
大
原
小
)

V
緑
川
聡
美
教
諭
(
鏡
石
町
立
第
一
小
)

V
野
中
早
知
子
養
護
教
諭

(
須
賀
川
市
立
長
沼
小
)

内
は
新
任
校

【
川
辺
小
学
校
}

V
富
岡
ケ
イ
子
校
長
(
玉
川
輸
竺
小
)

V
柿
沼
真
一
教
諭
(
平
田
村
立
小
平
小
)

V
大
関
智
幸
教
諭
(
三
春
町
立
二
二
審
小
)

【
須
釜
小
学
校
】

V
仲
村
匡
教
頭
(
郡
山
市
立
栃
山
神
小
)

V
名
倉
由
実
教
諭
(
昭
和
村
立
昭
和
小
)

V
古
内
奈
穂
美
教
諭
(
葛
尾
村
立
葛
尾
小
)

V
若
林
梨
絵
栄
養
技
師
高
原
町
議
原
小
)

【
泉
中
学
校
】

V
小
玉
陽
彦
教
頭
(
若
別
町
立
石
川
川
中
)

V
国
谷
四
郎
教
諭
(
浅
川
町
立
浅
川
中
)

【
須
釜
中
学
校
】

V
熊
谷
須
美
子
教
諭
(
石
川
町
立
石
川
中
)

V
相
馬
千
秋
教
諭
(
郡
山
市
立
郡
山
第
七
中
)

転

入
【
玉
川
第
一
小
学
校
}

V
冨
岡
ケ
イ
子
校
長
(
川
辺
小
)

V
大
石
朋
子
教
諭
(
矢
吹
町
立
矢
吹
小
)

V
進
藤
奈
美
教
諭
(
新
採
用
)

V
徳
田
敦
子
教
諭
(
新
採
用
)

V
西
牧
レ
イ
子
養
護
教
諭

(
古
殿
町
立
古
殿
中
)

内
は
旧
任
校

V
小
貫
勝
美
講
師

V
圏
谷
春
美
講
師

V
根
本
香
子
講
師

V
水
野
泰
明
講
師

V
駒
場
初
予
講
師

門
川
辺
小
学
校
】

V
佐
藤
正
幸
校
長
(
須
賀
川
市
ム
リ
一
稲
田
小
)

V
阿
部
真
由
美
教
諭
(
い
わ
き
車
止
湯
本
筋
ニ
小
)

V
芳
賀
進
也
教
諭
(
古
殿
町
立
宮
本
小
)

V
吉
成
望
講
師

門
須
釜
小
学
校
】

V
小
針
良
文
教
頭
(
古
殿
町
立
大
原
小
)

V
冨
田
久
美
子
教
諭
(
須
賀
川
一
市
立
国
抑
制
山
小
)

V
大
関
陽
子
教
諭
(
新
採
用
)

V
川
村
七
重
栄
養
技
師
(
新
採
用
)

V
高
橋
正
人
講
師

V
松
本
理
恵
講
師

【
泉
中
学
校
〕

V
一
一
一
浦
孝
一
教
頭
(
伊
南
村
立
伊
南
中
)

V
鈴
木
幹
夫
教
諭
(
石
川
町
立
石
川
中
)

V
山
田
千
恵
子
教
諭
(
再
任
用
)

V
小
室
明
也
講
師

〔
須
釜
中
学
校
〕

V
野
崎
純
一
講
師

V
大
原
進
士
口
講
師

V
山
本
由
美
江
講
師

(
)
内
は
問
所
属
・
職
名

【
総
務
課
〕

V
参
事
兼
課
長
(
建
設
課
長
)
草
野
亀
雄

V
主
任
主
査
・
ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ

平成1'7年4月広報たまかわ

矢

部

玄

幸

V
財
政
係
長
(
企
繭
対
政
課
同
)
須
田
潤
一

V
主
事
(
企
画
財
政
課
同
)
上
野
竜
弥

V
主
事
(
企
画
財
政
課
向
)
多
田
義
博

〔
企
画
産
業
諜
〕

V
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
(
企
画

財

政

諒

長

)

石

森

春

男

V
産
業
担
当
補
佐
兼
産
業
掠
興
係
長
兼
農

ー
派
遣
(
係
長
・
同
)

政
係
長
(
農
政
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興

係
長
兼
農
政
係
長
)
村
越
正
広

V
企
画
担
当
補
位
兼
金
岡
振
興
係
長
兼
空

港
係
長
兼
商
工
観
光
係
長
(
企
画
財
政
課

長
補
佐
兼
企
画
係
長
兼
空
港
対
策
係
長

本
田
古
和

小
針
武
彦

小
針
達
夫

小
原
幸
春

小
針
信
之

兼
臨
工
観
光
係
長
)

V
主
査
(
全
両
信
政
課
同
)

V
主
査
(
農
政
課
向
)

V
主
事
(
農
政
課
向
)

V
主
事
(
税
務
課
問
)

門
住
民
税
務
課
】

V
課
長
(
住
民
課
長
)
榊
枝
徳
夫

V
故
策
、
王
幹
兼
税
対
策
担
当
(
税
務
課
長
)

高
林
重
和

V
主
幹
兼
税
務
担
当
補
佐
兼
賦
課
徴
収
係

長
(
税
務
課
主
幹
兼
謀
長
補
佐
兼
賦
課

八
木
喜
久
夫

徴
収
係
長
)

V
住
民
担
当
補
佐
兼
住
民
係
長
兼
国
民
年

金
係
長
(
住
民
課
長
補
佐
兼
住
民
係
長

兼
国
民
年
金
係
長
)
増
子
貞
美

V
主
任
主
査
兼
固
定
資
産
係
長
(
税
務
課

同

)

小

針

弘

マ
環
境
衛
生
係
長
(
農
業
委
員
会
係
長
)

溝

井

陳

彦

睡募集課目、採用予定数

2等曜-海空士(男子)、計30名

順応募資格 18歳以上2'7歳未満

同監襲集期閤 1月25日から 6月 1[ヨまで

暢採用試験日及び入賭日

6月5日採用試験、 7月末入時予定

圃試験内容

筆記試験、口述試験、適正検査及び身体検査

〈学生納付特例について〉

20蔵以上の方であれば、学生も国民年金に加入しなければな

りません。しかし、ほとんどの学生は所得がないため保険料の納

付が猶予されます。

①対象者は、大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、

夜間部専修学校などに在学している20域以上の学生(定時制

※ i2等謹・海・空土Jとは、採用後に教青を受けた後、陸・海

空自衛離の第一線で任期制(頼関として睦上2年、海上・航空3

年)自衛官として勤務するコースです。

希望者には継続任用の道が開かれているほか、本人の努力次第

で選抜試験に合格すれば、曹や幹部へ進むこともできます。

調時い舎わせ

自衛噂描畠地方連絡部告河募集事務所

80248-24 0372 

通信制含む)。

②学生納付特例期間は、年金の受給資格賠簡には算入されますが、

す。

ltl問い合わせ

③承認される学生納付特例期間は、毎年 4月から翌年3月までで

年金額の計算には長映されません。

V
主
査
(
公
民
館
同
)

V
主
査
(
住
民
課
詞
)

V
主
事
(
企
画
財
政
課
伺
)

V
主
事
(
税
務
課
同
)

V
主
事
(
住
民
課
同
)

〔
健
康
福
祉
課
】

V
課
長
兼
頚
釜
児
童
館
長
(
健
康
福
祉
課
長
)

鈴

木

孝

V
主
任
主
査
兼
保
健
衛
生
係
長
(
保
健
衛
生
係
長
)

小
針
敬
子

塩

田

敬

大
越
健
一

増

子

広

行

浅
川
栄
治

田
村
知
恵

〔
地
域
整
備
課
】

V
課
長
(
水
道
課
長
)
能
…
田
官
同
一

V
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係
長
兼

管
理
係
長
(
建
設
課
同
)
塩
津
邦
章

V
主
任
主
査
(
水
道
諜
向
)
森
博

V
主
任
主
査
兼
水
道
係
長
(
水
道
謀
関
)

小
針
善
栄

V
主
任
主
査
兼
建
設
係
長
(
建
設
課
建
設
係
長
)

石

井

雅

夫

V
主
任
主
査
兼
農
林
土
木
謀
長
(
農
政
課

塩

津

理

博

高
林
浅
輝

野
崎
智
之

駒
木
根
俊
彦

石
山
直
裕

瀬
谷
輝
賢

農
林
土
木
係
長
)

V
主
査
(
農
政
課
悶
)

V
主
事
(
建
設
課
同
)

V
主
事
(
建
設
課
同
)

V
主
事
(
建
設
諜
開
)

V
主
事
(
水
道
課
向
)

【
会
計
室
〕

主
事
(
税
務
課
同
)

門
議
会
事
務
局
】

V
事
務
局
長
(
公
民
館
長
)

〔
農
業
委
員
会
〕

V
係
長
(
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
)
溝
井
康
夫

4 624 85 7 住民税務課盟民年金係

曲
山
博
貴

鈴
木
一
夫
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{
教
育
委
阻
員
貝
会
〕

v教育一課課一長}悼長一設拭(議議会会~

v教
育
課
故
策
主
幹
兼
公
民
館
長
(
教
育

次
長
兼
教
育
謀
長
)
革
野
正
博

v公
民
館
主
事
(
宗
ム
会
耳
計
室
問
思
)
大
竹
一
二
叫
誠蹴

{
須
釜
支
所
}

V
住
民
税
務
課
政
策
主
幹
兼
須
釜
支
所
長

(
須
釜
支
所
長
兼
須
釜
児
童
館
長
)

小
針
敬
人

【
泉
保
育
所
〕

V
健
康
福
祉
課
政
策
主
幹
兼
所
長
(
所
長
)

添

田

チ

ヨ

子

V
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
(
い
ず
み
幼

稚
爵
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭

仁

井

田

ツ

ヤ

子

V
主
缶
、
玉
査
兼
主
任
保
育
士
(
主
任
保
育
士
)

瀬
谷
智
子

【
須
釜
児
童
館
】

V
主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
(
泉
保
育
所

問

)

佐

藤

ヤ

ス

子

門
い
ず
み
幼
稚
園
〕

V
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
(
す
が
ま
幼
稚

器

開

)

笠

井

美

紀

子

門
す
が
ま
幼
稚
園
〕

V
主
任
主
査
兼
主
任
教
諭
(
須
釜
克
童
館

主
任
主
査
兼
主
任
保
育
士
)

石
森
ミ
ナ
子

V
教
諭
(
新
採
用
)
遠
藤
久
美
子

門
退
職
〕

(
3
月
紅
白
付
け
)

V
野
口
庄
嗣
(
参
事
兼
総
務
課
長
)

V
矢
部
常
政
(
農
政
課
長
兼
農
業
委
員

会
事
務
局
長
)

B 曜日 行 事 日 曜自 行 事

10 火 ナイター開ク放教ミ18室ナ:30ーl~9:1090(:村0~0民(文グ(化文フ体化ン体育ド館) 育 24 火 ナイタ…開放 18:30~ (村民グランド)
エレデアロィーピススセ ~ 館)) 

11 7jく
こぶし・なつ椿学級西部地区9:30~11:30 (就業改善セ

26 木 (元)ラージボール卓球 9:30~11:30 (文化体育館)
ンター) 東部地区13:30~15:30 (須釜公民館)

12 木 (元)ラージボール卓球 9:30~11:30 (文化体育館) 27 金 (元)健康たいそう教室 9:30~(文化体育館)

木た(文ま球化か教体わ室元育1気館4:0ス)0ポ~ーツクフブスポーツサロン 13:00~20:3013 金 (元)健康たいそう教室 9:30~ (文化体育館) 28 土
太植拳教護 19:00~ (文化体育館)

14 土 施た木ま設球か愛教わ護室元活1気4動;ス006ポ~9ーO~ツ太ク(極村ラブ拳氏ス教グポラ室ーン1ドツ9).サ00ロ~ン(文13化:0体O~育20館:3)0 29 B 裏磐梯五色沼ウォーキング 8:45~

17 火 ナエレデイアタィローーピ、ス開クセス放ミ教ナ1室8}:3011~99:0:0(0村0~~氏((文グ文化ラ化ン体体ド育)育館館)) 30 月 村長球技大会練習開放 19:00~21:00(村氏グランい文化体育館)

18 71< (元)ワーキンググループ 18:30~ (文化体育館) 31 火 村氏珠技大会練習開放 19:00~21:00(村民グランド・文化体育館)

19 木 (元)ラージボール卓球 9:30~11:30 (文化体育館)

9 



平成1ワ年4月広報たまかわ平成17年4月

画5月

e]団の健康ごよみ

立ミ報たまかわ

17年度の労留保践の年j変更新手続きはお済みでし

よ

まだ手続きがお済みでない方は

5月20日が申告期限です

主急、最寄りお銀行、郵便局、

きをされますよう、お額いいたし

{シリーズ思春期保罷(JJ¥学生繍)⑩}ホ。リオ予訪接種………………一保

。時45分~

10日eょっ

母語教室

1歳克揺談会・

午後 1

11 E3 

(金)

80 
髄康体様教室・・

60 

2時30分~

40 

20 

機能書11練………………………保

午前10時~

すくすくクラブ一一-一

16日(丹〉

小
人

G 
前午

議題い合わせ

8024-536-4607 

3--ヰカ月児健診

新米パパ立〉青克教室…・…・……探

鍵療体操教富 • . .. ~ー...........フ-)レ

午議 i時30分~

ち時30先~

午詰 9時30分~

18自(7j()

25日(水〉

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会揺祉活動資金として寄付をい

ただきました。摩く御礼申

(村社会福祉協議会)

忠幸

京

強

拓也

正

文正

辺

越

涼

野

森

法

甫須鐙

夫

仁
彰

吉

忠

友

イ

イ

UJ 

肝

吹

吹

需

喪

矢

生

設

北須釜

石

。サ

ノ。
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棒忠夫さんから30，000円
ナント連絡会から50，000内

曲山

矢吹
の

の

の

生
釜須
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東京王JlI会総会について

平成17年3丹22自に役員会が欝寵され、 17年度総会の呂

総会については、次のとおり!開催される予定ですので、会

員の宮諜の出轄をお額いいたします。

なお、詳しくは後邑ご案内いたします。

識 日 時 平 成17年7月108C邑) 正午より

議場所謹;英会箆〔文京箆〉

7，595人(-28) 

3，769入(-21)

2) 1.945 轡

幸広

寺

五

村のようす
(1つま手 4月1日現在)

7) 3，826人(

10 

みんなの地域 jf洪水から守ろう5月は水前月間です

1 1 
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句が書かれた色紙を手に関根さん(左)と小山田さん

選入
受

が
も

ん
賞

と
さ
校

ん
根
掌

さ
聞
は

回

申

山

釜

小

須

このほど行われた三汀賞俳句大会において、須釜

中学校の小山田恵子さんと関根歩美さん (いずれも

現在は高校 1年)の作品が見事入賞し、佳作を受賞

しました。

今回で 5回目となる三汀賞俳句大会には、全国か

ら小学生、中学生、一般のそれぞれの部門に合わせ

て6，600句もの作品が寄せられました。この中で中

学生の部の入賞者はたったの 7名で、この中に須釜

中の生徒が2名も入るという快挙。この功績が認め

られ、須釜中は学校賞も受賞しました。

入賞した 2人の作品を紹介します。

子

美

恵

歩

小山田

関根

「初雪を ルーペでのぞく 好奇心」

「夏の夜に輝く星の夢の数」

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9 玉川村役場

故
郷
、
そ
し
て
玉
川
会
の
皆

様
、
ご
機
嫌
麗
し
い
由
と
思
い

ま
す
。
私
も
里
を
離
れ
て
約
半

世
紀
、
顧
み
れ
ば
学
童
時
代
が

懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

小
学
生
の
頃
は
、
戦
時
中
で

軍
歌
を
唄
い
聞
き
な
が
ら
、
物

品
両
面
で
貧
困
辛
苦
の
中
で
育

ち
、
今
で
は
貴
重
な
体
験
と
思

っ
て
い
ま
す
。

学
校
は
小
高
国
民
学
校
竜
崎

分
教
場
に
入
学
。
複
式
学
級
に

机
を
並
べ
、
友
の
頭
を
石
盤
で

殴
り
、
先
生
か
ら
算
盤
で
叩
か

れ
た
記
憶
。
休
み
時
間
に
は
校

庭
の
松
の
リ
ス
を
追
い
、
夏
休

み
は
乙
字
ケ
滝
の
滝
壷
で
泳
ぎ
、

帰
れ
ば
水
汲
み
、
風
呂
焚
き
が

日
課
。
秋
に
は
イ
ナ
ゴ
を
捕
つ

て
は
線
路
で
遊
び
、
初
冬
に
は

教
室
の
暖
房
用
の
炭
を
、
山
石
法

寺
の
炭
焼
き
小
屋
よ
り
二
人
一

組
で
、
炭
俵
に
一
つ
棒
を
通
し

調
心に残る我がふるさと

f童心に帰って故郷を夢見るJ

埼玉県

鈴木正賢さん

(竜崎出身)

匡墨田E彊盟l1li

て
担
い
だ
こ
と
も
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

か
つ
て
は
信
仰
の
山
と
し
て

崇
め
ら
れ
た
観
音
山
も
、
削
り

取
ら
れ
て
立
派
な
空
港
と
な
り
、

西
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
黄
金
の

波
の
美
し
い
田
園
風
景
に
も
つ
つ

つ
く
し
ま
大
橋
」
が
架
か
り
、

有
料
道
路
が
通
り
、
都
会
か
ら

で
も
数
時
間
で
結
ば
れ
、
以
前

に
は
想
像
も
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
実
現
し
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
近
代
的
な
山
村
と
し
て
限

り
な
く
進
展
し
続
け
る
こ
と
で

1ν
ト
品
、
つ
ノ
O

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
郷

土
の
繁
栄
と
発
展
。
そ
し
て
「
空

と
緑
"
新
“
呼
吸
す
る
た
ま
か

わ
」
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
村
民
の
皆
様
、
及
び
役
職

の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
致
し
、

益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
致
し
ま

す
。

東京都庁新宿駅間歩行者専用地下道にて
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